
特別講義 

責任者・コーディネーター  教養教育センター 特別講義・公開講座部会長 

担当講座・学科(分野) 教養教育センター、医学部、歯学部、薬学部  

担 当 教 員 右記 4 名の講師、教養教育センター教員、他 

対 象 学 年 1  
区分・時間数 講義 6 時間  

期 間 通期  

・学習方針（講義概要等） 

 本コースは（1）医学、歯学、薬学の初学者に共通して求められる人間性を養うとともに、（2）専

門的学問に対するモチベーションを高め、専門的学習・研究の準備を整えることを目的とする。その

ため、全体の構成は医学部、歯学部、薬学部および共通教育センターの教育スタッフが協力して立案

し、医歯薬 3 学部の学生が共に学ぶものとする。大学初年次に幅広い知的好奇心、柔軟な思考力、物

事への深い理解力を身につけて欲しい。 

 また、広く一般社会における医療と科学への関心を高めるため、「いわて高等教育コンソーシア

ム」の加盟大学（岩手大学、岩手県立大学、盛岡大学、富士大学、一関工業高等専門学校、放送大

学）へのインターネット配信を実施する。 

・一般目標（GIO） 

 最先端の科学・医療に関する講義や、医療についての様々な視点からの話題、および医学、歯学、

薬学あるいはその関連分野における先達の話を傾聴し、自らが進むべき方向性、医療人として求めら

れる人間性とは何かを考える。 

・到達目標（SBO） 

1.積極的に参加し、講義を傾聴することができる。 

2.講義の内容を要約し、それに対する自分の意見を述べることができる。 

3.医療人に求められる人間性とはどのようなものか、自分の考えを述べることができる。 

4.自分がどのような道に進みたいか、現時点での考えを述べることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 



・講義日程                               （矢）大堀記念講堂 

月日 曜日 時限 担当教員 講義内容 

9/26 金  4  
齋藤 清二 先生 

（富山大学 保健管理センター） 
医療におけるナラティブ・アプローチ 

10/24 金  4  
三潴 忠道 先生 

（福島県立医科大学会津医療センター 

附属病院副病院長漢方医学講座教授） 
漢方医学とその有効性 

10/31 金  4  
狭間 研至 先生 

（ファルメディコ株式会社代表取締役社長） 

地域医療における薬局・薬剤師の役割

～超高齢化社会に求められる 

チーム医療のあり方～ 

11/7 金  4  
田端 八重子 先生 

（もりおか女性センター） 
男女共同参画社会の進展を図るために

～あらゆる暴力の根絶に向けて～ 

・成績評価方法 

1.医学部第 1 学年：出席状況とレポート提出により評価し、「医療入門」の成績に加味する。 

2.歯学部第 1 学年：出席状況とレポート提出により評価し、「歯科医学概論」の成績に加味する。 

3.薬学部第 1 学年：出席状況とレポート提出により評価し、「薬学入門」の成績に加味する。 

・授業に使用する機器・器具と使用目的 

使用区分 機器・器具の名称 台数 使用目的 

講義  
書画カメラ・DVD プレーヤーセット（エルモ、

東芝、他） 
1  講義資料の提示  

講義  遠隔講義システム（polycom・7000） 1  講義映像の送受信  

講義  遠隔講義システム（polycom・6000） 3  講義映像の送受信  

講義  
遠隔講義システム（polycom・6000）    

※いわて高等教育コンソーシアム 
1  講義映像の送受信  
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